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○学校法人加計学園石井十次記念奨学生規程 

改正 令和２年４月１日 

（目的） 

第１条 社会福祉法人石井記念友愛社（以下、「石井記念友愛社」という）と学校法人加計

学園（以下「本学園」という）の間で締結された連携協力協定第２条第２項による石井十

次記念奨学制度に基づき、本学園は、石井記念友愛社の児童養護施設（以下、「施設」と

いう）卒園予定者で、学業・人物ともに優れ、かつ本学園設置校に進学する上で経済的な

支援を必要とする者に対し、在学中の学費を免除し、学業を成就させることを目的とする。 

２ 前項における本学園設置校とは以下のとおりとする。 

(1) 岡山理科大学 

(2) 倉敷芸術科学大学 

(3) 千葉科学大学 

(4) 岡山理科大学専門学校 

(5) 玉野総合医療専門学校 

（減免内容） 

第２条 経済的支援として、次の学生生徒納付金等の減免を行う。 

(1) 入学金の免除 

(2) 学生生徒納付金（授業料・実験実習費・施設設備費）の全額免除 

（対象者） 

第３条 経済的支援を受けることのできる者は、本学園設置校を受験する年度に石井記念友

愛社の施設を卒園し、当該施設の推薦を受け、第４条第２項の入学試験に合格し、本学園

設置校に入学する者で若干名とする。 

（手続） 

第４条 経済的支援を受けようとする者は、出願時に次の書類を別途提出しなければならな

い。 

(1) 申請書（様式１） 

(2) 石井記念友愛社理事長の推薦書（様式２） 

２ 当該経済的支援を受けようとする者は、次の入試区分にて出願しなければならない。 

(1) 総合型選抜またはAO入試 

(2) 専願の学校推薦型選抜または専願の推薦入試（指定校入試含む） 

３ 経済的支援を受けることが決定した者は、最初に到来する入学手続期限までに誓約書
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（様式３）を提出するものとし、誓約書の提出を以て入学の意思確認があったものとする。 

（選考方法） 

第５条 奨学生の選考は、前条の書類に基づき受給資格の有無を審査し、各設置校の入学委

員会及び学部教授会等の審議を経て学長または校長が決定する。 

（期間） 

第６条 経済的支援の対象期間は、原則として修業年限とする。 

（資格の停止又は取り消し） 

第７条 毎年行う審査により次の事項に該当する学生については、学長または校長は理事長

にその旨を上申し、奨学生としての資格を停止又は取り消す。 

(1) 出席日数を勘案し、学業継続の意思がないと認められる者 

(2) 学業成績が不振で、修業の見込みがないと認められる者 

(3) 学内の秩序を乱すなど、学生としての本分に反する行為により懲戒処分を受けた者 

(4) 休学または留年した者 

（改廃） 

第８条 本規程の改廃は、関係機関の審議を経て理事長が決定する。 

（事務） 

第９条 本規程に係る担当事務は学校法人加計学園広報室とする。 

附 則 

この規程は、平成28年９月30日より施行する。 

附 則（令和２年４月１日決裁） 

この改正規程は、令和２年４月１日より施行する。 
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